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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１２月　２３日　(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　　記録者　上野　雅人

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	遅刻
	欠勤
	公休
	準夜
	○
	公休
	公休

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	休憩
	深夜
	公休
	公休
	準夜
	公休
	公休
	CD留守

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	○
	公休
	公休
	深夜
	深夜
	CD留守
	公休
	CD留守
	ローテ

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	ローテ
	準夜
	公休
	○
	業務
	業務


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜生保の実態調査・最近の状況＞

・高橋　康満様～プログラムには拒否なく参加。足の不自由な患者様とグループになると代わりに行い協力していることもある。自ら他者への話し掛けることは少ないが、他者から話し掛けられると、表情よく対応出来ている。興味のある話題（スポーツ）では、特に表情良い。

　　　　　　　　余暇は、テレビ観賞・読書・ラジオ等、自分なりに過ごす事が出来ている。

・晴山　長司様～見当識障害、記銘力障害あり、時に作話もみられている。保清面での拒否が強く再三の声掛け、援助要す。プログラムへは拒否強く殆ど参加されず。余暇はホールにて過ごす事増えてきている。低血糖、高血糖症状なし。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

· 向山　忠義様～落ち着きなく歩き回る他者に対して、暴言・過干渉見られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介入していますが、止める事ができずにいます。周りの落ち着きなさ　が影響していると思われますが、環境を整えて落ち着けるようにしていきましょう。

· 和田　敦子様～同じことを何度も確認する事はありますが、薬物調整により、活気の　　

なさや歩行不安定さが見られています。その場で納得しても、何度も確認するので、周囲の方々のイライラも積もっているように思われます。トラブルないよう介入していきましょう。

　　

· 山田　典子様～歩行状態はふらつきありますが、練習は行えています。痛みの強いと

きは、自ら休むと言われて、週に3～4回程度行っています。単独での歩行は危険を伴うので行わないよう伝えています。夜間排泄時も独りでは歩かないよう介入していきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

・北山　和子様～活気なく食事も嚥下不良ある為、3週間に1回実施していた精神神経用剤の注射薬（ハロマンス1Ａ）は中止とします。







